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令和３年 第４回 武豊町教育委員会 会議録 

 

開催日 令和３年４月８日(木) 

場 所 武豊町役場 全員協議会室 

出席委員の氏名 

出席委員の氏名 

教 育 長 加藤 雅也 

教育長職務代理者 久田 徳彦     委 員 小藤 省吾 

委 員 永田 淑子 委 員 出口 智康  

出席職員の氏名 

教 育 部 長 籾山 英巳 学 校 教 育 課 長 森田 良孝 

生 涯 教 育 課 長 伊藤誠一郎 スポーツ課 長 田中 孝往 

町民会館事務長 藤井 信介     歴史民俗資料館長 神谷 芳美 

中 央 公 民 館 長 石田  修     生涯学習課課長補佐 西川 正洋 

町民会館事務長補佐  栗田 宗広     スポーツ課課長補佐 横田  覚 

給食センター所長 青木  隆     学校教育課課長補佐 藤井 千絵 

学校教育指導主事 岩田 圭司     学校教育指導主事 稲垣  勉 

  

                                  ：欠席者 

 

１．開会 午前９時 00分 

 

２．開会宣言並びに第３回定例会 会議録の承認 

（教育長） 出席委員５名を確認し会議の成立及び第４回定例会の開会を宣言する。 

（教育部長） 次に前回の会議録のご承認をお願いします。会議録につきましては事前に

お渡ししておりますので、すでにご確認いただいていると思います。この会議録

について、ご意見、ご質問等あれば、お願いします。 

《意見なし》 

（教育部長） 特にご意見等も無いようですので、前回の会議録は承認とします。会議録

への署名と押印は、この会議が終わりましたら、担当がお願いに行きますので、

よろしくお願いします。 

（学校教育課長） それでは教育長報告をお願いします。 

 

３．教育長報告  

コロナウイルス感染症の関係で、前回の定例教育委員会からさまざまな対応を行って

おります。中止になった行事も多く、大変なことが起きていることを実感しています。 

 先回、３月１２日の定例教育委員会以降の報告をします。 

3/11   学校運営研究会 

    3/16   文教厚生委員会  表敬訪問 チアダンス  
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  3/17   臨時校長会 

3/19   小学校卒業式 

    3/22   緑丘小学校児童クラブ新設  表敬訪問 空手 

    3/25   ５町教育長会 

  3/31   各種退職者辞令交付 

    4/ 1   学校管理職辞令交付式  新任辞令交付式 

           教育委員会辞令交付式 

4/ 2  知教協 

    4/ 6   小学校入学式       

   4/ 7   中学校入学式 

   4/ 8   定例教育委員会 

               

（学校教育課長） 議事に移りますが、本日は、議事はありません。報告依頼事項に移ります。 

 

４．議   事 

 

５．報告事項 

（1）令和３年度 学校役職員及び教育委員会事務局管理職・人事異動職員名簿について 

（指導主事） 資料１の説明 

 

（2）令和２年度 後援申請一覧について（資料２の説明） 

（学校教育課長） 申請２件（完了前０件、報告書未提出２件） 

（生涯学習課長） 申請７件（完了前３件、報告書未提出５件） 

（町民会館事務長） 申請１１件（完了前５件、報告書未提出２件、延期１件） 

（スポーツ課長） 申請５件（完了前１件、報告書未提出２件） 

 

（3）令和２年度 小中学校月別残食率について 

（給食センター所長） 資料３の説明   

コロナ禍の影響を受けて、小学校・中学校ともに昨年より増加しております。 

      

(4) ゆめたろう塾実績報告・参加者の募集について 

（生涯学習課課長） 資料４の説明 

  令和２年度はコロナ禍の影響で７月からの開始となりました。その代わりに、ひと

月の回数を増やして、年間の回数としては、昨年度の同程度となっております。令

和３年度は４月１７日から開始をしてまいります。 

 

 

(5) 令和３年度 武豊町教育点検評価委員会について 

（指導主事） 資料５の説明  資料の作成については、期日までに各課にお願いをします。昨

年度の総評を参考に、委員の方にわかりやすい資料作成、情報提供をお願いいた

します。今年度の開催は７月２９日を予定しております。 
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(6) 押印を求める手続きの見直し等のための関係規則及び要綱の整備について 

                           

（学校教育課長） 当日配付資料について説明 

      武豊町では４月１日から押印を求める手続きが廃止の方向で関係条例及び規則等

の改正を行っております。その中で教育委員会が所管する事項について、報告と

なります。 

 

(7) 学校の近況について 

（指導主事） 当日配付資料について説明   

① 学校教育課事務分担       

② 令和３年度児童・生徒数 

③ 韓国・オーストラリア交流事業（今年度中止） 

④ 教育支援委員会実務者会議（１回目は中止） 

⑤ 特別な支援を要する児童生徒への対応 

⑥ 学校の行事予定 

 

（教育委員） 修学旅行が実施できるかどうか懸念されます。昨年度も様々な対応が必要であ

ったかと思います。コロナ情勢を受けて変更や対応が円滑に行われ、無事に実

施できるとよいと思っています。 

 

（教育長）  適宜、臨時の校長会等を行いながら、校長先生方の適切な実施に向けた意思統

一を図っていきたいと思います。直前の変更となり、混乱を招かないように児

童生徒、保護者にも早めに必要な情報を連絡していきます。 

 

（8）当面する行事予定について 

（指導主事） 資料６の説明 

              今後の予定について 

 

６．その他 

（1）学校教育課  なし 

 

(2) 生涯学習課より 

（生涯学習課長）  当日配付資料の説明 

・カルチャー＆スポーツについて 

 

（3）町民会館より 

（町民会館事務長）  

・ゆめプラ通信について 

・町民会館天井耐震改修工事について   

 

（4）スポーツ課より 

（スポーツ課長） 屋内温水プール工事の進捗状況 
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（学校教育課長） それでは、教育委員さんからお気づきの点があればお願いします。 

 

（教育委員） 新しい年度になりました。コロナ禍の中ではありますが、無事に入学式・始業式

が行われてよかったと思います。武豊町では卒業式に出席する子どもの衣装につ

いて、華美なものを避けるように、ＰＴＡ連絡協議会とも連携をしながらお願いし

てきました。全国的に高額な衣装や装いが式で見られるようになる中で、武豊町

の取組が全国ニュースにも取り上げられたことがあります。様々な家庭環境を持

つ子どもたちへの配慮や思いやりなど、この取組は教育の一環だと捉えます。こ

うした意義や意図を、次の武豊町の教育に生かすように、受け継いでいってほし

いです。 

 

（教育委員） コロナ禍において感染リスクを抑えるため、小中学校では様々な取組がなされ

ています。そんな中で、子どもたちが目に見えない部分で様々な我慢させられた

り、制約を受けたりしていることを感じます。大きな声で会話できない、友達と思

いっきり遊べないなど、知らない間に子どもたちに負担をかけていることを心配

しています。新しく教育委員会にお見えになられた方々には、子どもたちの健や

かな成長を願いながら、今後ご支援をいただければと思います。新しい給食献立

表を拝見しました。アレルギーをもつご家庭には表記が改訂され、わかりやすく

なったと感じました。ゆめたろう塾については、子どもたちの居場所づくりという

観点で取組を継続していただければと思います。 

 

（教育委員）  新学期が始まり、小学校、中学校の新１年生が登校していく姿を見て初々しい

気持ちになりました。在校生でも学用品を新しくして、新しい気持ちでスタートを

切る様子が見られます。先日、ニュースで小学校１年生に新しい学校生活に向け

た夢を尋ねる場面がありました。「友達とたくさん遊びたい」や「勉強を頑張りた

い」など、学校生活に対して期待をする言葉が聞かれました。学校はやはり楽しく

なければいけないと思います。誰一人取り残すことなく、みんなが気持ちよく通

える学校づくりをしてほしいと思います。また、コロナ禍が２年目を迎えました。

昨年度の経験を生かして、様々な準備や対策を図ってほしいと思います。新たな

課題にも、みんなで知恵を出し合いながら克服してほしいと思います。 

 

（学校教育課長） 以上をもちまして定例教育委員会を閉じます。ありがとうございました。 

（一同） ありがとうございました。 

 

 

 

令和３年  月  日 

 

署 名 
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                       作成者  稲 垣  勉  


